
電
子
材
料

照明向けが市場を照らす

　
２
０
１
１
年
は
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
東

日
本
大
震
災
以
降
に
節
電
意
識
が
一
層
高
ま
り
、
国
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の
販
売
は

急
増
。
テ
レ
ビ
販
売
の
減
速
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
素
材
市
場
全
体
は
低
調
だ
が
、
当
面
成
長

が
続
く
と
み
ら
れ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
素
材
メ
ー
カ
ー
の
期
待
は
高
ま
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
向
け
の
新
素
材
の
投
入
や
投
資
が
活
発
化
し
て
い
る
。

投
資
拡
大
、
新
規
参
入
も
白
色
光
の
質
が
価
値
左
右

節
電
対
策
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
売
り
上
げ
は
急
増

ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ
ｋ
ｉ
ｂ
ａ

蛍光体を配合した表面保護フィルム（信越化学）

シ
リ
コ
ー
ン
材
が
活
躍
各
社
、
新
手
法
や
用
途
提
案

ＬＥＤ

　　 ２０１１年 平成２３年 １０月３１日 月曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
登
場
で
次
々
と

新
素
材
が
登
場
し
て
い
る

が
、
特
に
活
躍
の
場
を
広
げ

て
い
る
の
は
封
止
材
や
レ
ン

ズ
に
使
わ
れ
る
透
明
な
シ
リ

コ
ー
ン
だ
。
シ
リ
コ
ー
ン
メ

ー
カ
ー
は
耐
熱
性
や
耐
光
性

の
特
徴
を
生
か
し
、
封
止
材

に
と
ど
ま
ら
ず
利
用
範
囲
を

広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
東
レ
・
ダ
ウ
コ
ー
ニ
ン
グ

は
封
止
材
な
ど
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
材
料
を
核
に
、
川
上
工
程

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
素
子
材
料
の
基
板

や
、
川
下
工
程
の
電
球
周
り

の
材
料
へ
事
業
範
囲
の
拡
大

を
図
る
。
例
え
ば
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
載
せ
た
配
線

板
を
電
球
内
に
固
定
す
る
ポ

ッ
タ
ン
ト
材
料
に
も
使
わ
れ

て
い
る
。
世
界
各
地
か
ら
入

る
新
し
い
設
計
な
ど
の
情
報

を
活
用
し
、
用
途
開
拓
を
進

め
る
。
一
般
的
な
石
化
樹
脂

に
比
べ
高
価
だ
が
、
シ
リ
コ

ー
ン
の
利
用
で
熱
設
計
の
自

由
度
が
高
め
ら
れ
、
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
を
下
げ
ら
れ
る
」

東
レ
・
ダ
ウ

と
い
う
。

　
信
越
化
学
工
業
は
採
用
拡

大
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
「
色
ず

れ
の
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
生
産
に

役
立
つ
こ
と
」
と
見
る
。
そ

こ
で
、
蛍
光
体
を
配
合
し
た

表
面
保
護
フ
ィ
ル
ム
を
素
子

に
載
せ
、
透
明
な
封
止
材
で

封
止
す
る
方
法
を
提
案
。
封

止
材
に
蛍
光
体
を
混
ぜ
る
場

合
に
比
べ
、
顧
客
は
容
易
に

色
ず
れ
の
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
作

れ
る
。
複
数
の
製
品
群
を
持

つ
こ
と
で
、
「
問
題
発
生
時

の
対
応
や
改
善
・
改
良
を
素

早
く
で
き
る
」

信
越
化

学

こ
と
や
、
半
導
体
材
料

の
知
見
を
持
つ
こ
と
も
強

み
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
ア
セ
ン
ブ
リ

ー
技
術
は
半
導
体
を
追
い
か

け
て
進
化
し
て
い
る
た
め
、

顧
客
に
先
回
り
し
て
新
し
い

手
法
を
提
案
す
る
。

　
信
越
化
学
と
東
レ
・
ダ
ウ

の
シ
リ
コ
ー
ン
大
手
２
社
に

対
抗
し
、
他
社
も
新
し
い
封

止
材
を
相
次
ぎ
投
入
す
る
。

Ｊ
Ｓ
Ｒ
は
耐
熱
性
１
５
０
度

Ｃ
、
屈
折
率
１
・
６
程
度
の

有
機
―
無
機
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

封
止
材
を
提
案
。
三
菱
化
学

は
高
出
力
な
紫
の
光
と
３
色

の
蛍
光
体
に
合
わ
せ
込
ん
だ

シ
リ
コ
ー
ン
系
封
止
材
を
開

発
し
た
。

　
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
電
機
メ

ー
カ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

だ
け
で
な
く
、
自
ら
新
し
い

流
れ
を
提
案
す
る
動
き
も
あ

る
。
三
菱
化
学
は
日
本
・
欧

州
・
米
国
の
世
界
各
地
で
自

社
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
を
販
売
す

る
こ
と
で
、
「
素
材
の
ニ
ー

ズ
に
先
回
り
す
る
」

三
菱

化
学

考
え
。
新
素
材
が
今

以
上
に
市
場
拡
大
に
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
素
材
の
販
売
全
体

に
占
め
る
照
明
向
け
の
割
合

は
小
さ
い
が
、
テ
レ
ビ
の
バ

ッ
ク
ラ
イ
ト
用
途
に
比
べ
伸

長
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
で
は

技
術
改
良
に
よ
っ
て
１
台
当

た
り
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
使
用
数
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

量
的
拡
大
へ
の
期
待
は
照
明

に
集
ま
る
。
各
社
の
開
発
方

向
も
照
明
向
け
に
シ
フ
ト
し

て
い
る
。

　
投
資
計
画
や
新
規
参
入
も

進
ん
で
い
る
。
住
友
化
学
は

韓
国
の
サ
ム
ス
ン
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と

合
弁
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
素
子
に
使

う
サ
フ
ァ
イ
ア
基
板
の
製
造

・
販
売
・
研
究
機
能
を
持
つ

新
会
社
を
設
立
。
ト
ク
ヤ
マ

は
サ
フ
ァ
イ
ア
基
板
生
産
の

実
証
試
験
を
始
め
た
。
現
在

主
流
の
２
―
４

よ
り
１
サ

イ
ズ
大
き
い
６

で
生
産
技

術
を
確
立
し
、
事
業
化
を
目

指
す
。

　
日
立
化
成
工
業
は
半
導
体

実
装
向
け
素
材
の
技
術
を
応

用
し
、
光
を
反
射
す
る
リ
フ

レ
ク
タ
ー
向
け
白
色
エ
ポ
キ

シ
モ
ー
ル
ド
樹
脂
や
実
装
用

の
高
熱
伝
導
基
板
材
料
な
ど

を
相
次
ぎ
発
売
。
こ
の
ほ
ど

専
任
の
営
業
グ
ル
ー
プ
も
設

置
し
、
本
格
的
に
拡
大
を
図

る
。
足
元
で
は

年
度
に
発

売
し
た
白
色
樹
脂
が
好
調

で
、
ユ
ー
ザ
ー
約

社
へ
の

採
用
が
決
定
し
た
。

　
照
明
の
用
途
や
価
値
を
左

右
す
る
最
大
の
要
因
は
白
色

光
の
品
質
だ
。
例
え
ば
、
同

じ
洋
服
で
も
屋
外
と
屋
内
で

違
う
色
に
見
え
る
こ
と
が
あ

る
。
原
因
は
光
の
違
い
で
、

食
品
や
洋
服
な
ど
の
売
り
場

で
は
太
陽
光
に
近
い

演
色

性
の
高
い

光
が
求
め
ら
れ

る
。
逆
に
言
え
ば
、
品
質
の

高
い
光
を
つ
く
れ
な
け
れ

ば
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
用
途
は

制
限
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
電
気
化
学
工
業
が
取
り
組

む
の
は
、
蛍
光
体
の
中
で
も

高
温
な
状
態
で
輝
度
が
低
下

し
に
く
い
特
徴
が
あ
る
窒
化

物
系
蛍
光
体
だ
。
同
蛍
光
体

は
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
バ
ッ
ク

ラ
イ
ト
向
け
の
緑
色
サ
イ
ア

ロ
ン
蛍
光
体
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
機
能
性
が
評
価
さ
れ
て

シ
ェ
ア
を
高
め
て
い
る
。
次

は
照
明
向
け
に
「
黄
」
や

「
オ
レ
ン
ジ
」
な
ど
蛍
光
体

の
種
類
を
拡
充
し
、
照
明
分

野
で
存
在
感
を
出
し
た
い
考

え
だ
。

　
白
色
の
光
が
で
き
る
仕
組

み
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
素
子
の
青
の

光
が
蛍
光
体
で
変
換
さ
れ
た

色
の
光
と
混
ざ
っ
て
白
に
な

る
。
青
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
蛍
光
体

と
の
組
み
合
わ
せ
は
２
種
類

で
、
黄
色
１
色
か
、
緑
と
赤

の
２
色
を
使
う
。

　
「
照
明
は
用
途
に
よ
り
色

味
の
異
な
る
蛍
光
体
を
組
み

合
わ
せ
、
狙
っ
た
色
を
つ
く

る
。
蛍
光
体
の
種
類
を
増
や

す
こ
と
で
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
」

電
気
化

学
工
業

。
そ
こ
で
、
同
社

は
新
し
い
タ
イ
プ
の
黄
や
オ

レ
ン
ジ
、
赤
の
サ
ン
プ
ル
供

給
を
始
め
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
。

　
赤
色
の
蛍
光
体
で
高
い
シ

ェ
ア
を
握
る
三
菱
化
学
が
注

目
す
る
の
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム

ゾ
ー
ン
の
価
格
帯
の
照
明
向

け
の
高
輝
度
・
高
演
色
を
実

現
す
る
黄
色
の
蛍
光
体
だ
。

現
在
、
黄
色
蛍
光
体
の
ほ
と

ん
ど
を
イ
ッ
ト
リ
ウ
ム
・
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト

Ｙ
Ａ
Ｇ

が
占
め
る
が
、

演
色
性
が
課
題
と
さ
れ
て
い

た
。
同
社
は
Ｙ
Ａ
Ｇ
と
は
異

な
る
黄
色
蛍
光
体
を
開
発

し
、
サ
ン
プ
ル
供
給
を
始
め

た
。
ま
た
、
自
社
の
赤
色
蛍

光
体
と
相
性
が
良
い
緑
色
の

サ
イ
ア
ロ
ン
蛍
光
体
も
品
ぞ

ろ
え
に
加
え
た
。

　
ま
た
、
同
社
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
素

子
や
素
子
用
基
板
も
販
売
し

て
お
り
、
自
社
素
材
で
最
も

演
色
性
の
高
い
白
色
光
を
つ

く
る
「
ほ
ぼ
透
明
な
紫
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
光
と
、
赤
、
緑
、
青
の

３
色
の
蛍
光
体
の
組
み
合
わ

せ
」

三
菱
化
学

を
提
案

す
る
。
現
在
の
サ
フ
ァ
イ
ア

基
板
を
使
っ
た
素
子
の
紫
の

光
は
輝
度
に
限
界
が
あ
る

が
、
今
後
は
輝
度
の
高
い
紫

の
光
を
出
せ
る
窒
化
ガ
リ
ウ

ム

Ｇ
ａ
Ｎ

基
板
を
使

う
。

年
度
を
め
ど
に
普
及

価
格
帯
の
Ｇ
ａ
Ｎ
基
板
を
実

現
し
、
高
輝
度
紫
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
利
用
拡
大
を
目
指
す
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
製
造
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
も
利
用
拡
大
に
欠
か
せ

な
い
要
素
だ
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
素
子

は
サ
フ
ァ
イ
ア
基
板
上
に
有

機
金
属
層
を
成
長
さ
せ
、
こ

の
基
板
を
小
さ
く
切
断
し
て

製
造
す
る
。
同
工
程
に
使
う

有
機
金
属
化
学
気
相
成
長

Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｄ

装
置
の
大

型
基
板
の
対
応
や
処
理
枚
数

の
増
加
は
、
素
子
の
生
産
効

率
化
を
後
押
し
し
て
き
た
。

　
同
装
置
大
手
の
大
陽
日
酸

は
競
合
品
に
比
べ
処
理
枚
数

最
大
の
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｄ
装
置
を

開
発
し
、
来
年
か
ら
発
売
す

る
。
処
理
枚
数
は
直
径
６

基
板
で

枚
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
素
子

の
製
造
で
は
現
在
２
―
４

基
板
の
利
用
が
主
流
だ
が
、

「
将
来
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
需
要
増

加
に
伴
い
６

基
板
の
利
用

も
増
え
て
く
る
」

大
陽
日

酸

と
予
想
。
ニ
ー
ズ
を
先

取
り
し
た
装
置
の
市
場
投
入

に
よ
り
、
大
型
装
置
分
野
で

競
合
を
リ
ー
ド
す
る
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｒ
が
販
売
す
る
素
子

製
造
の
プ
ロ
セ
ス
材
料
は

「
現
行
の
素
子
の
生
産
工
程

を
効
率
化
で
き
る
素
材
で
、

何
点
か
国
内
外
で
採
用
が
始

ま
っ
て
い
る
」

Ｊ
Ｓ

Ｒ

。
無
機
系
塗
布
型
絶
縁

材
料
「
ル
ミ
ロ
ン
」
の
Ｓ
Ｃ

シ
リ
ー
ズ
と
Ｄ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ

は
さ
ま
ざ
ま
な
素
子
加
工
プ

ロ
セ
ス
に
使
え
る
。
従
来
の

素
子
表
面
の
ハ
ー
ド
マ
ス
ク

は
気
体
状
の
物
質
を
化
学
蒸

着

Ｃ
Ｖ
Ｄ

し
て
製
膜
す

る
が
、
塗
布
型
の
Ｓ
Ｃ
シ
リ

ー
ズ
に
変
え
る
と
生
産
時
間

を
短
縮
で
き
る
。
設
備
投
資

は
Ｃ
Ｖ
Ｄ
装
置
よ
り
１
―
２

ケ
タ
小
さ
く
、
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
製

造
設
備
を
新
設
す
る
ユ
ー
ザ

ー
に
利
点
が
大
き
い
」

同

。
Ｄ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ
は

感
光
性
を
持
つ
た
め
直
接
パ

タ
ー
ン
を
露
光
し
て
パ
タ
ー

ン
形
成
で
き
、
工
程
数
を
減

ら
せ
る
。

　
さ
ら
に
、
現
在
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
製
造
プ
ロ
セ
ス
は
電
子
部

品
の
作
り
方
と
似
て
い
る

が
、
今
後
は
半
導
体
の
作
り

方
に
近
付
き
、
大
幅
に
効
率

化
が
進
む
可
能
性
も
あ
る
。

例
え
ば
、
現
在
の
一
つ
の
素

子
ご
と
の
封
止
で
は
な
く
、

切
断
前
の
基
板
を
封
止
し
て

素
子
サ
イ
ズ
に
切
断
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。


